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Ⅴ．特記事項 

 

1．学生へのきめ細かなフォロー体制の構築 

本学では、大学の特色として「自分づくり支援」を掲げている。その一環として、小規

模大学であることの強みを活かし、個々の学生の学生生活や就職希望等を把握し、サポー

トできる体制を整えている。 

大学全体として、自分づくりセンターと称し、学生の教務、学生生活、就職等に関する

手続きや相談を 1 つのフロアで行うことができる。 

経営学部のフォロー体制は、キャリア支援課より 1・2 年生に対して年 1 回、3 年生に対

して前・後期合わせて 2 回個別面談を実施し、学生生活への問題や就職活動に向けた悩み

等をヒアリングし、必要であれば助言する等のサポートを行っている。また、学修支援課

より講義の欠席数増加者や過多者を把握し、その情報をゼミナール担当教員に提供し、個

別面談や電話連絡等状況把握し学生個人に合わせフォローする仕組みを整えている。 

リハビリテーション学部は、担任・副担任制を取り入れ、専攻毎に複数の教員が相談で

きる体制を整え、全学生に対して前・後期合わせて最低 2 回実施する。その他に講義等へ

の欠席の増加や実習前に不安を抱える学生等、個々に必要に応じて学生に声をかけ面談を

実施する。さらに、専攻毎の会議において専攻長より、無断欠席や体調不良で欠席が続く、

授業態度に異変がある等、注意すべき学生についてのヒアリングが行われ、専攻内で共有

されその情報は学部内でも共有することで、学部全体の学生の状況をどの教員も把握し対

応できる仕組みを整えている。 

  

 

 

  


